
　・　実生活において不可欠であり、常に活用で きるよう

　　になっていることが望ましい知識・技能

　・　様々な課題解決のための構想を立て実践 し、

　　評価・改善する力

主として「知識」に関する問題（Ａ） 主として「活用」に関する問題（Ｂ）

平成２７年度「全国学力・学習状況調査」における

小学校の結果分析と今後の取組について

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成２７年４月２１日（火）に、６年生を対象として、「教科（国語，算

数，理科）に関する調査」と「児童質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本校で

は、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

１．調査の目的

　⑴　義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育

　　施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

　⑵　学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

　⑶　そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

　・　身につけておかなければ後の学年等の学 習内容に

　　影響を及ぼす内容

　・　知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力

２．調査内容

　⑴　教科に関する調査（国語，算数，理科）

青葉

　⑵　児童質問紙調査

児童質問紙調査

○学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査



本市

全国

本市

全国

本市

全国

理科

59.7

60.9

57.3

60.865.4

算数Ａ

74.6

77.2

76.2

78.1

73.3

75.2

算数Ｂ

56.5

58.4

55.4

58.2

43.7

45
平成２７年度

平成２６年度
（理科：平成24年度）

平成２５年度

①　学力調査（国語Ａ・Ｂ，算数Ａ・Ｂ，理科）結果

小学校　「平成２７年度　全国学力・学習状況調査」の結果について青葉

国語Ａ

60.3

62.7

69.1

72.9

67.1

70

国語Ｂ

46.3

49.4

52.6

55.5

62.1

②　学力調査結果の分析

国語Ａ

全体的な
傾向や特徴など

・全体的には全国平均正答率をやや上回っているが、依然として言語についての知識理
解の定着が不十分である。
・話す・聞く能力を問う問題に課題があり、目的や意図に応じて聞き方を工夫する指導の充
実を図る必要がある。

全国平均正答率との比較

上回っている

よくできた問題 説明の文章の書き方の工夫として適切なものを選択する問題の正答率が高い。

努力が必要な問題 文の中における主語を捉える問題の正答率が低い。

国語Ｂ

全体的な
傾向や特徴など

・全国平均正答率をわずかに下回っている。特に、自分の考えを書く問題の無解答率が高
く、書くことへ苦手意識をもっていることがはっきりとわかる。
・文章と図を関係付けたり、目的や意図に応じ、内容を整理したりして自分の考えを書く問
題に課題がある。

全国平均正答率との比較

下回っている

よくできた問題 登場人物の行動を基にして、場面の移り変わりを捉える問題の正答率が高い。

努力が必要な問題 登場人物の気持ちの変化を想像し、声に出して読むときの工夫とその理由を書く問題の無解答率が高い。

算数Ａ

全体的な
傾向や特徴など

・全国平均正答率を上回っている。数量関係の正答率が高く、基礎的な計算力がしっかり
と身に付いている。
・他の領域に比べ、図形領域の問題の正答率が若干低いことから、苦手意識が伺われる。

全国平均正答率との比較

上回っている

よくできた問題 角の大きさを正しく測定することができるかどうかをみる問題の正答率が高い。

努力が必要な問題 示された見取図の情報を基に、展開図に必要な面の大きさを読み取る問題の正答率が低い。

算数Ｂ

全体的な
傾向や特徴など

・全国平均正答率を上回っている。しかし、依然として、考え方を説明する問題の無解答率
が高いという点で課題が残る。
・特に、図形や数と計算の領域において、算数的な考え方がよくできるようになってきてい
る。

理科

全体的な
傾向や特徴など

・全国平均正答率を上回っている。主として「知識」に関する問題の正答率が高く、基礎的
な知識が定着していると言える。
・主として「活用」に関する問題の無解答率が高いことから、考察したことや判断した理由を
説明する指導の充実を図る必要がある。

全国平均正答率との比較

上回っている

よくできた問題
切り上げた場合の見積もりの結果を基に、目標に達しているかについて判断できるかどうかをみる問題の正答率
が高い。

努力が必要な問題 示された図において、分割された二つの図形の面積が等しくなるわけを書く問題の正答率が低い。

全国平均正答率との比較

上回っている

よくできた問題 生物の成長に必要な養分のとり方について、調べた結果を視点をもって考察して分析する問題の正答率が高い。

努力が必要な問題 メスシリンダーの扱い方や顕微鏡の操作方法など、適切な使い方を問う問題の正答率が低い。

１．教科に関する調査結果の概要



③　学校での学習状況に関する調査結果

④　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

⑤　学校における学習状況に関する調査結果の分析

※　「そう思う」「どちらかと
言えばそう思う」

※　「当てはまる」「どちらかと
言えば当てはまる。」 ※　「当てはまる」「どちらか

と言えば当てはまる。」

質問番号

質問事項

44

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想
文や説明文を書くことは難しいと思いま
すか。

51

読書は好きですか。

53

国語の授業で目的に応じて資料を読
み，自分の考えを話したり，書いたりし
ていますか。

54

国語の授業で意見などを発表すると
き，うまく伝わるように話の組み立てを
工夫していますか。

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

・読書が好きだと答えた児童の割合が相変わらず全国平均よりも高い。これは、本校のブックヘルパーによる読み聞かせや
図書館開放等の取組の成果であると言える。
・４００字詰めの原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことを難しいと思う児童が全国平均よりも高い。また、国語科の授
業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫するという児童が尐ない。今後は、自分の考えを書く活
動や話す活動を意図的に多く取り入れるように授業改善を図る。

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明

文を書くことは難しいと思いますか。 

読書は好きですか。 

国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分

の考えを話したり，書いたりしていますか。 

国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝

わるように話の組み立てを工夫していますか。 

本校 

本市 

全国 

35.4  

33.9  

33.4  

22.9  

26.4  

26.7  

24.0  

22.8  

22.5  

17.7  

16.8  

17.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない そう思わない 

51.0  

50.3  

48.9  

30.2  

22.9  

23.9  

10.4  

14.8  

15.7  

8.3  

12.0  

11.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

3.1  

17.3  

23.1  

36.5  

38.3  

42.1  

46.9  

33.2  

27.5  

13.5  

11.2  

7.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

5.2  

17.9  

21.4  

37.5  

35.4  

39.8  

43.8  

32.9  

29.4  

13.5  

13.7  

9.2  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 



①　家庭学習習慣に関する調査結果

②　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

③　家庭学習習慣に関する調査結果の分析

※　「している」「どちらか
と言えばしている。」

※　「している」「どちら
かと言えばしている。」

・１日当たりの勉強時間が３０分以下の児童の割合が全国平均よりも高い。このことと連動して、学校の授業の予習や復習を
する児童の割合も全国平均に比べて低い。これらの原因として、自分で計画を立てて勉強をする方法が身に付いていないこ
とが調査結果からも分かる。
・今後は、各学年に応じた家庭学習の課題を設定し、指導する。また、保護者の家庭学習に対する意識をより高めるために、
学校独自に作成した「家庭学習の手引き」を配布したり、各種通信等を活用したりする。

家で，自分で計画を立てて勉強をして
いますか。

※　「している」「どちら
かと言えばしている。」

質問番号

質問事項

22

家で，学校の授業の予習をしています
か。

23

家で，学校の授業の復習をしています
か。

※　１時間以上

２．家庭生活習慣等に関する調査結果の概要

13

学校の授業時間以外に，普段(月曜日
から金曜日)，１日当たりどれくらいの
時間，勉強をしますか。（学習塾で勉強
している時間や家庭教師の先生に教
わっている時間も含みます。）

20

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から金

曜日)，１日当たりどれくらいの時間，勉強をし

ますか。（学習塾で勉強している時間や家庭

教師の先生に教わっている時間も含みます。） 

家で，自分で計画を立てて勉強をしています

か。 

家で，学校の授業の予習をしていますか。 

家で，学校の授業の復習をしていますか。 

本校 

本市 

全国 

9.4  

9.3  

11.1  

16.7  

12.3  

14.6  

30.2  

26.4  

37.0  

20.8  

30.4  

25.1  

16.7  

15.9  

9.1  

6.3  

5.7  

3.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

3時間以上 2～3時間 1～2時間 30分～1時間 30分以内 全くしない 

8.3  

18.2  

27.4  

31.3  

30.8  

35.4  

39.6  

35.1  

28.1  

20.8  

15.8  

9.1  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 

9.4  

12.6  

16.7  

15.6  

23.2  

26.7  

45.8  

39.3  

37.3  

29.2  

24.8  

19.2  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 

6.3  

16.2  

23.3  

26.0  

28.3  

31.2  

38.5  

34.3  

30.6  

29.2  

21.1  

14.8  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 



④　生活習慣等に関する調査結果

⑤　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

⑥　生活習慣等に関する調査結果の分析

※　「当てはまる」「どちらかと
言えば当てはまる。」

※　「そう思う」「どちらかと
言えばそう思う」

・学級みんなで協力して何かをやり遂げるよさを体験している児童が、全国平均に比べて低い。また、学級会などで自分たち
の学級のことについて話し合う経験も全国平均に比べて尐ない。他者と関わることのよさを味わえていないため、児童一人一
人の連帯感や所属感もあまり育っていないと感じる。
・今後は、何事にも主体的に取り組もうとする意欲や他者と協働しようという気持ちを児童に育んでいくために、喜びや達成感
を味わえる活動を多く設定する。

25

あなたの学級では，学級会などの時間
に友達同士で話し合って学級のきまり
などを決めていると思いますか。

26

学級みんなで協力して何かをやり遂
げ，うれしかったことがありますか。

34

いじめは，どんな理由があってもいけ
ないことだと思いますか。

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

6

自分には，よいところがあると思います
か。

質問番号

質問事項

74.0  

80.0  

81.8  

20.8  

15.5  

14.4  

4.2  

3.1  

2.5  

1.0  

1.3  

1.1  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

21.9  

32.7  

36.3  

53.1  

40.1  

40.1  

18.8  

17.8  

16.1  

6.3  

9.4  

7.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

18.8  

32.6  

38.7  

36.5  

40.6  

41.8  

40.6  

19.9  

15.1  

4.2  

6.9  

4.3  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない そう思わない 

25.0  

49.7  

54.2  

40.6  

33.2  

31.9  

27.1  

12.2  

10.0  

7.3  

4.7  

3.7  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1
自分には，よいところがあると思いますか。 

あなたの学級では，学級会などの時間に友

達同士で話し合って学級のきまりなどを決め

ていると思いますか。 

学級みんなで協力して何かをやり遂げ，うれ

しかったことがありますか。 

いじめは，どんな理由があってもいけないこと

だと思いますか。 

本校 

本市 

全国 



①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

②　家庭生活習慣等に関する取組

〇　学力向上に関する職員会議の定期的な実施
　　・無解答率が高かった学力テストの問題を検証し、具体的な指導方法を話し合う。(全職員）
〇　補習授業の実施
　　・週4回の「寺子屋タイム」を月、火、水、金曜日の給食準備時間や休み時間に実施する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（校長、教頭、教務主任、尐人数指導教員）
　　・その日の授業中のつまずきをその日のうちに解消させるために「放課後寺子屋タイム」を毎日行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教務主任、尐人数指導教員）
〇　基礎的・基本的な内容の定着を図る朝自習（８：４０～８：５０）
　　・週2回（水・金）実施の「計算タイム」の内容を見直し、確実に実施する。(尐人数指導教員・学年）
　　・週1回（月）実施の「いきいきタイム」には、話す・聞く力を高めることをねらいとした活動を行う。（学年）
　　・週2回（火・木）実施の「国語タイム」では、過去問題、ドリルプリントなどを効果的に活用していく。（学年）
　　・基礎的・基本的な内容を重視したプリント集を作成する。（教務・学年）
○　音読暗唱ブック「ひまわり」の活用
　　・校内「暗唱発表会」を実施することで、児童の意欲を高めると共に国語（古典）への興味をもたせる。（全職員）
　　・校内「読書冊数コンクール」を企画し、読書の楽しさを味あわせ、読む力の育成につなげる。（全職員）

〇　宿題のスタンダード化
　・全学年で、自主学習を推進する。「自学ノートコンクール」を企画し、実施する。（全校）
　・全学年に「家庭学習の約束（１年生～６年生）」を配布し、保護者の家庭学習に対する意識を高める。（全校）
　・「家庭学習チャレンジハンドブック（ダイジェスト版）」を大いに活用する。（学年）
　・毎日、Ａ４プリント1枚（漢字・計算）の宿題を必ず出すことで、基礎的・基本的な内容の定着を図る。（学年・７年生）
〇　長期休業期間中の宿題量の学校統一
　・夏休みは、Ｂ４両面３０枚（表：国語、裏：算数）、Ｂ４両面１０枚（他教科）以上を基本とする。（全校）
　・冬、春休みは、Ｂ４両面１０枚（表：国語、裏：算数）、Ｂ４両面３枚（他教科）以上を基本とする。（全校）
〇　全国学力・学習状況調査の課題と取組等を保護者へ周知
　・学校便り・学校HPなどで、児童の学習状況等を発信する。（校長・教頭・教務）

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組（全校・学年・学級・教科毎の取


